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は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
弘
前
藩
の
旅
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
近
代
に
入
っ

た
時
ど
の
よ
う
に
継
続
し
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
か
が
課
題
と
し
て
残
っ
た⑴

。

　

日
本
に
お
け
る
旅
人
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
高
橋
三
男
氏
が
古
代
か
ら
近
現
代

ま
で
の
公
的
扶
助
制
度
の
な
か
で
捉
え
て
い
る
が
、
実
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
ま

で
に
至
っ
て
い
な
い⑵

。
そ
こ
で
、
こ
の
先
行
研
究
を
基
に
、
主
に
近
現
代
に
お
い

て
、
旅
人
保
護
の
制
度
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
追
求
す
る
。

　
　
　
　

古
代

　

高
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
で
は
次
の
よ
う
な
旅
人
保
護
が
行
わ
れ
て
い
た⑶

。

　

（
１
）
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
の
勅
令
に
は
、
歳
役
の
帰
国
途
中
で
餓
え
て
い

る
者
が
い
れ
ば
、
国
司
が
撫
養
を
加
え
、
施
し
を
与
え
る
。
死
者
は
埋
葬
し
、
姓

名
を
記
録
し
て
本
籍
地
へ
知
ら
せ
る
。

　

（
２
）
養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
養
老
律
令
の
三
か
所
に
旅
人
保
護
が
示
さ
れ

て
あ
る
。

　

①
戸
令
に
は
、
旅
人
が
病
気
を
得
た
ら
郡
司
が
村
里
に
渡
し
て
養
生
さ
せ
、
本

籍
地
を
記
録
す
る
。

　

②
捕
役
令
に
は
、
路
上
の
死
体
で
姓
名
・
家
族
が
不
明
な
場
合
、
埋
葬
し
て
性

別
・
人
相
・
見
込
み
の
年
齢
・
所
持
品
を
記
し
た
牓
を
建
て
て
お
く
。

　

③
賦
役
令
に
は
、
歳
役
の
旅
の
途
中
で
の
死
者
は
、
国
司
が
公
費
で
埋
葬
し
、

本
籍
地
へ
連
絡
す
る
。

　

運
調
脚
夫
は
庸
・
調
が
課
せ
ら
れ
た
家
の
義
務
で
、
自
前
で
運
ぶ
た
め
、
死

者
を
国
司
が
公
費
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

（
３
）
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
は
、
運
調
脚
夫
が
帰
国
途
中
に
餓
死
す

る
よ
う
な
者
が
い
れ
ば
、
京
国
官
司
が
給
粮
を
置
き
、
医
薬
を
勧
め
る
。

　

（
４
）
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
の
勅
令
に
は
、
運
調
脚
夫
救
済
之
費
用
は
、

国
司
の
下
の
正
税
（
田
租
）
を
充
て
る
。

　

（
５
）
康
保
四
年
（
九
六
七
）
の
延
喜
式
に
は
、
諸
国
往
還
の
百
姓
が
困
飢
病

患
す
れ
ば
、
国
司
が
村
里
に
預
け
正
税
を
充
て
る
。
死
者
は
埋
葬
し
、
姓
名
を
記

し
た
牓
を
建
て
る
。

　

（
６
）
平
安
中
期
以
降
の
勅
は
、
放
置
さ
れ
た
死
体
の
処
理
を
命
じ
て
い
る
。

　

律
令
国
家
に
あ
っ
て
は
、
運
調
脚
夫
に
よ
っ
て
都
に
地
方
の
物
資
が
届
け
ら
れ

＊
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て
機
能
を
果
た
す
た
め
、
病
人
・
病
死
の
者
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ず
、
正
税
を

充
て
て
保
護
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

中
世

　

鎌
倉
か
ら
室
町
・
安
土
桃
山
時
代
ま
で
は
、
旅
人
に
対
す
る
保
護
制
度
が
取
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

近
世

　

慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）、
弘
前
藩
初
代
藩
主
津
軽
為
信
が
京
都
往
還
の
途

中
、
出
羽
国
塩
越
（
に
か
ほ
市
）
で
盗
賊
に
遭
っ
て
い
る
。
同
一
四
年
と
み
ら
れ

る
が
、越
後
の
鑿
衆
一
二
、三
人
が
同
じ
出
羽
国
篠
子
（
笹
子
）
で
山
落
し
（
山
賊
）

に
遭
っ
て
皆
殺
し
な
っ
て
い
る⑷

。
戦
国
の
遺
風
が
残
っ
て
い
る
頃
に
は
、
大
名
や

鉱
山
を
渡
り
歩
く
金
堀
人
夫
が
被
害
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
見
る
と
、
旅
は
命
の

保
証
が
確
保
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

参
勤
交
代
が
制
度
化
さ
れ
る
と
、
五
街
道
・
脇
往
還
の
宿
駅
・
伝
馬
制
が
整
備

さ
れ
て
い
っ
た
。
江
戸
幕
府
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）、
五
街
道
の
道
中
支
配

の
た
め
道
中
奉
行
を
設
け
た⑸

。
一
人
は
大
目
付
兼
帯
で
、
他
の
一
人
は
勘
定
奉
行

の
加
役
で
あ
っ
た
。
役
所
は
奉
行
宅
に
あ
り
、
月
番
制
で
寄
合
日
を
設
け
て
執
務

し
た
が
、
宿
駅
制
の
整
備
、
大
名
へ
の
布
令
は
、
奉
行
の
専
決
で
な
く
、
幕
閣
の

協
議
に
よ
り
老
中
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

五
代
将
軍
綱
吉
の
「
生
類
憐
み
の
令
」
は
、
鉄
砲
改
め
、
鷹
制
度
の
縮
小
、
犬

愛
護
令
、
捨
馬
禁
令
、
捨
子
禁
令
と
い
う
一
連
の
法
令
を
指
す⑹

。

　

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
「
旅
人
取
扱
并
牛
馬
等
之
儀
ニ
付
廻
状
」
も
そ
の

中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
行
倒
人
の
保
護
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

①
病
気
の
旅
人
を
、
旅
宿
の
負
担
か
ら
安
易
に
宿
送
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

②
病
人
に
は
投
薬
し
、
親
類
縁
者
を
尋
ね
、
道
中
奉
行
へ
届
け
出
て
指
図
を
受

け
る
。

　

③
死
亡
の
場
合
、
幕
領
で
は
代
官
所
の
手
代
、
私
領
で
は
そ
の
所
の
役
人
、
宿

の
問
屋
・
年
寄
が
立
ち
会
っ
て
検
分
し
、
そ
の
後
に
埋
葬
し
、
持
ち
物
は
道

中
奉
行
へ
届
け
出
る
。

　

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
法
令
で
は
、
病
気
の
旅
人
、
親
類
縁
者
が
医
療

の
経
費
を
負
担
で
き
な
い
時
は
、
町
・
在
方
の
負
担
と
し
た⑺

。
ま
た
、
往
来
手
形

を
所
持
す
る
巡
礼
者
は
、
死
亡
地
で
埋
葬
し
、
在
所
へ
は
連
絡
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
法
令
で
は
、
脇
往
還
、
そ
の
他
の
村
々
に
お
い
て
、

病
気
の
旅
人
は
宿
送
り
し
、
死
亡
者
は
仮
埋
葬
す
る
。
諸
経
費
は
当
人
の
負
担
す

る
の
が
建
前
で
あ
る
が
、
で
き
な
け
れ
ば
親
類
縁
者
で
あ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
け

れ
ば
取
り
扱
っ
た
所
の
宿
割
り
・
村
割
り
で
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
違
反
者
へ
の

仕
置
き
も
示
さ
れ
た
。

　

岡
山
藩
沼
村
（
岡
山
市
）
で
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
行
倒
人
の
埋
葬

に
米
二
斗
二
升
四
合
、
銀
八
匁
八
分
出
費
し
て
お
り
、
村
の
経
費
の
二
五
％
近
く

を
占
め
、
そ
の
負
担
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る⑻

。
仙
台
藩
で
は
、
元
禄
元
年
に
捨

馬
禁
止
令
を
高
札
で
示
し
、
三
河
奥
殿
藩
で
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
領

内
法
度
に
行
倒
人
の
介
抱
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
。
加
賀
藩
で
は
、
同
六
年
に
旅
人

に
対
す
る
保
護
政
策
が
整
備
さ
れ
、
救
済
費
用
は
藩
費
に
依
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。

　

弘
前
藩
で
は
、寛
文
元
年（
一
六
六
一
）か
ら
旅
人
保
護
政
策
が
出
さ
れ
て
お
り
、

広
田
組
代
官
所
手
代
見
習
の
湊
村（
五
所
川
原
市
）平
山
半
左
衛
門
の『
平
山
日
記
』

に
、
明
和
四
年
の
幕
府
令
が
載
せ
ら
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
幕
府
の
方
針
に

準
じ
た
取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る⑼

。
幕
府
道
中
奉
行
へ
届
け
出
た
が
三
例
あ
り
、
東

海
道
桑
名
宿
で
の
病
死
と
出
奔
者
の
二
例
で
あ
る
。
道
中
奉
行
・
他
藩
と
は
、
弘

前
藩
江
戸
屋
敷
が
交
渉
に
当
た
り
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
隣
国
の

秋
田
藩
か
ら
は
直
接
飛
脚
に
よ
っ
て
行
倒
人
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
葛
野

村
（
藤
崎
町
）
の
斎
藤
仁
左
衛
門
夫
婦
は
、
元
禄
一
四
年
、
伊
勢
・
高
野
参
り
を

済
ま
せ
た
が
、
七
九
歳
の
夫
の
方
は
京
都
よ
り
腹
痛
を
お
こ
し
、
歩
行
困
難
な
と

こ
ろ
か
ら
駕
籠
で
福
井
（
福
井
市
）
ま
で
来
た
。
七
月
一
四
日
、
往
路
も
利
用
し
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た
尾
張
屋
久
太
夫
に
宿
を
と
っ
た
。
尾
張
屋
は
町
奉
行
へ
届
け
出
、
医
者
二
人
・

針
医
一
人
を
呼
ん
で
治
療
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
翌
日
死
亡
し
た
。
福
井
藩
は
検
使

を
派
遣
し
、
寺
請
証
文
に
記
載
し
て
あ
る
宗
旨
と
同
じ
鎮
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
に
葬

式
を
命
じ
、
経
費
も
負
担
し
た
。
妻
の
方
は
、
葬
儀
後
に
尾
張
屋
か
ら
の
宿
送
り

状
と
福
井
藩
か
ら
関
所
手
形
を
持
っ
て
国
元
へ
向
か
っ
た
。
宿
送
り
状
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

「
弘
前
藩
庁
日
記
（
江
戸
日
記
）」⑽

元
禄
一
四
年
七
月
二
六
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一
、
此
女
、
奥
州
津
軽
郡
藤
崎
村
仁
左
衛
門
と
申
者
之
女
房
ニ
而
御
座
候
、

去
頃
津
軽
越
中
守
様
御
役
人
ノ
通
状
ヲ
持
、
夫
婦
ニ
而
伊
勢
、
高
野
江

参
詣
仕
下
向
致
候
所
、
夫
仁
左
衛
門
道
中
ゟ
腹
中
相
煩
段
々
重
ク
御
当

地
ニ
而
右
之
趣
御
奉
行
所
江
相
達
、
医
師
、
針
立
等
被
仰
付
療
治
致
候

得
共
、
老
人
故
不
相
叶
果
申
候
、
就
夫
御
奉
行
所
よ
り
御
検
使
被
遣
、

御
吟
味
之
上
死
骸
取
置
候
而
、
女
房
者
本
国
江
罷
帰
之
間
、
各
御
心
懸

被
添
無
恙
、
藤
崎
村
江
着
致
候
様
ニ
可
被
成
候
、
為
其
送
状
指
添
申
候
、

以
上

越
前
国
福
井
問
屋　

尾
張
屋　
　
　

久
太
夫
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　

 

和
泉
屋　

太
郎
右
衛
門
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
巳
七
月
一
七
日

　
　
　
　
　
　
　
越
前
国
舟
橋
ゟ
奥
州
津
軽
郡
藤
崎
村
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
々
問
屋
衆
中

仁
左
衛
門
の
妻
は
八
月
七
日
に
弘
前
に
着
き
、
翌
日
郡
奉
行
に
報
告
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
、
宿
送
り
制
度
に
よ
り
、
女
一
人
旅
で
あ
っ
て
も
野

宿
も
せ
ず
に
安
全
に
旅
が
で
き
る
社
会
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
ま
た
、
保
護
の
費
用
は
本
人
が
支
払
い
で
き
な
い
場
合
、
宿
割
り
・
村
割
り

で
負
担
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　

近
現
代

　
　

一　

日
本
人
の
保
護

　

明
治
維
新
の
混
乱
の
中
で
脱
籍
浮
浪
人
が
横
行
し
、
政
府
は
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）、
本
籍
地
へ
復
帰
さ
せ
る
方
針
を
と
り
、
医
療
・
路
用
の
不
足
は

地
方
官
（
府
県
知
事
）
が
繰
替
え
す
る
。
そ
の
後
に
本
人
・
親
族
が
弁
償
し
、
弁

償
で
き
な
い
場
合
は
所
属
の
町
村
が
支
出
す
る
と
し
た
。
病
死
・
巡
礼
者
の
死
亡

に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
の
取
り
扱
い
を
踏
襲
し
て
い
る⑾

。

　

同
七
年
の
「
恤
救
規
則
」
は
、
そ
の
後
の
生
活
保
護
法
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く

が
、
旅
人
の
保
護
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

同
一
五
年
の
「
行
旅
死
亡
人
取
扱
規
則
」
に
は
五
か
条
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

①
引
き
取
り
手
の
な
い
死
亡
人
は
、
そ
の
地
の
戸
長
が
仮
埋
葬
す
る
。
倒
死
・

変
死
は
警
察
官
の
検
視
を
受
け
る
。

　

②
本
籍
地
が
明
ら
か
な
場
合
、
戸
長
は
本
籍
地
戸
長
を
通
し
て
そ
の
家
に
連
絡

し
、
費
用
の
弁
償
を
求
め
る
。
そ
の
家
が
赤
貧
で
弁
償
で
き
な
い
場
合
、
本

籍
地
の
地
方
税
で
支
払
う
。

　

③
本
籍
地
・
氏
名
が
不
明
な
場
合
、
戸
長
は
相
貌
・
遺
留
品
を
三
〇
日
間
に
わ

た
っ
て
掲
示
板
に
書
き
出
し
、
新
聞
広
告
を
二
回
行
う
。
九
〇
日
過
ぎ
て
も

本
籍
地
が
不
明
な
場
合
、
費
用
は
地
方
税
を
あ
て
る
。

　

④
死
亡
人
所
持
の
金
品
は
、
埋
葬
・
そ
の
他
の
経
費
に
充
て
る
。

　

⑤
残
金
は
本
籍
地
が
不
明
な
場
合
、
戸
長
役
場
が
五
年
保
管
し
、
そ
の
後
は
地

方
税
雑
収
入
に
入
れ
る
。

こ
こ
で
、
よ
う
や
く
旅
人
保
護
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

柴
田
純
氏
は
、
旅
人
保
護
を
法
的
整
備
と
往
来
手
形
か
ら
考
察
さ
れ
、
こ
の
年

を
も
っ
て
近
世
以
来
の
村
送
り
体
制
が
役
割
を
終
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

こ
こ
で
は
引
き
取
り
手
が
誰
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い⑿

。

　

同
三
二
年
「
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
」
が
制
定
さ
れ
る
と
、
引
き
取

り
手
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
時
に
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
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た
宿
送
り
の
制
度
が
終
焉
を
迎
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
の
中
か

ら
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　

①
第
一
条
で
「
行
旅
病
人
」
は
歩
行
が
で
き
ず
療
養
費
の
な
い
者
、「
行
旅
死

亡
人
」
は
引
き
取
り
手
の
な
い
者
と
定
義
さ
れ
、
法
令
で
は
こ
の
定
義
に
よ

る
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

　

②
第
六
条
で
民
法
第
九
五
五
条
・
第
九
五
六
条
に
よ
り
、
扶
養
義
務
者
に
費
用

の
弁
償
を
請
求
で
き
る
と
い
う
項
目
が
加
わ
っ
た
。

　

③
第
一
七
条
で
外
国
人
の
遺
留
品
の
取
扱
い
は
、
別
の
法
令
に
よ
る
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
法
令
を
踏
ま
え
た
同
年
の
「
勅
令
第
二
七
七
号
」
に
よ
っ
て
、
旅
人
保
護

の
主
体
は
地
方
長
官
（
府
県
知
事
）
と
し
、
北
海
道
・
沖
縄
県
に
関
わ
る
経
費
は

当
分
の
間
国
庫
負
担
と
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
勅
令
に
つ
い
て
内
務
省
と
外
務
省
の

間
で
、
外
国
人
の
保
護
に
つ
い
て
次
の
２
点
が
協
議
さ
れ
て
い
る
。

　

①
国
籍
が
明
ら
か
な
時
は
領
事
へ
通
知
す
る
こ
と
。

　

②
被
救
護
者
の
引
き
取
り
・
救
護
費
用
の
請
求
は
領
事
に
対
し
て
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
外
国
人
に
対
す
る
取
扱
い
は
徹
底
せ
ず
、

外
務
省
か
ら
の
依
頼
で
、
内
務
省
が
府
県
よ
り
回
答
を
求
め
て
い
る
。

　

①
東
京
都
ほ
か
五
〇
県
は
、
当
該
領
事
に
連
絡
し
な
い
。

　

②
実
例
が
無
い
と
の
返
答
が
一
八
県
。

　

③
通
知
す
る
が
四
県
。

　

④
富
山
県
は
外
務
省
よ
り
の
電
話
連
絡
が
あ
り
、
直
接
通
知
す
る
。

　

⑤
熊
本
県
は
遺
産
が
あ
る
場
合
、
明
治
三
二
年
の
司
法
省
令
第
四
号
に
よ
り
取

り
扱
う
。

　

⑥
台
湾
は
当
該
領
事
へ
通
知
す
る
。

　

⑦
韓
国
は
通
知
の
例
が
無
い
。

　

⑧
樺
太
は
当
該
領
事
へ
通
知
す
る
。

外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
取
扱
い
が
府
県
に
よ
っ
て
認
識
の
違
い
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

扶
養
義
務
者
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
同
二
九
年
施
行
の
「
民
法
」
で
、
親
族
間

の
扶
養
義
務
が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る⒀

。

　

そ
の
後
、昭
和
二
五
年（
一
九
五
〇
）五
月
四
日
か
ら
の「
生
活
保
護
法
」の「
医

療
扶
助
」
で
行
旅
病
人
、「
葬
祭
扶
助
」
で
行
旅
死
亡
人
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ

た
。
以
後
、
法
令
で
は
「
行
旅
病
人
」「
行
旅
死
亡
人
」
の
用
語
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
る
。

　

昭
和
六
二
年
四
月
一
日
よ
り
「
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
と
し
て
行
う
事
務

の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」（「
整
理
合
理
化
法
」）
が
施
行
さ
れ
、
明

治
三
二
年
以
来
の
「
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
」
は
役
割
り
を
終
え
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
二
月
一
二
日
付
の
厚
生
省
社
会
局
長
か
ら
、
各
都
道
府
県
知
事
・

指
定
都
市
市
長
に
あ
て
た
「
行
旅
病
人
の
救
護
等
の
事
務
の
団
体
事
務
化
に
つ
い

て
」
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
留
意
事
項
が
み
ら
れ
る
。

　

①
行
旅
病
人
に
、
飢
え
に
よ
り
歩
行
で
き
な
く
な
っ
た
者
、
手
当
を
要
と
す
る

妊
産
婦
を
含
ま
せ
る
。

　

②
行
旅
死
亡
人
に
、
引
取
者
の
な
い
死
胎
を
含
ま
せ
る
。

　

③
市
町
村
は
、
被
救
護
者
を
扶
養
義
務
者
・
同
居
の
親
族
へ
送
還
で
き
る
。
ま

た
、
救
護
に
要
し
た
費
用
を
請
求
で
き
る
。

　

④
市
町
村
は
、
救
護
に
要
し
た
費
用
を
一
時
繰
替
支
弁
し
、
遺
留
物
品
を
売
却

し
て
も
足
り
な
い
時
は
、
都
道
府
県
が
弁
償
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
旅
人
保
護
の
責
任
は
、
近
世
の
町
・
村
方
か
ら

明
治
一
五
年
に
戸
長
役
場
、
同
三
二
年
か
ら
都
道
府
県
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
政
府
は
都
道
府
県
に
対
し
、
救
護
費
用
を
地
方
交
付
税
に
含
め
て
交
付
し
て

い
る
が
、
金
額
と
し
て
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
　
　

（
１
）
国
内

　

論
証
方
法
と
し
て
は
、
黒
石
市
役
所
が
所
蔵
し
て
い
る
「
各
所
往
復
綴
」
を
検

討
す
る
。
こ
れ
は
明
治
一
八
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
史
料
で
、
黒
石
町
戸
長
役
場

と
郡
役
所
・
他
町
村
戸
長
役
場
と
の
往
復
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
旅
人
保
護
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
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①
桜
庭
千
代
吉
は
、
二
男
石
太
郎
と
同
行
者
一
名
と
、
黒
石
元
町
旅
人
宿
釜
萢

永
八
方
へ
止
宿
し
て
い
た
。
明
治
一
八
年
一
月
三
日
に
石
太
郎
が
病
死
し
、
開
業

医
鳴
海
淳
庵
が
検
按
届
を
出
し
て
い
る
。
一
八
日
に
連
絡
を
受
け
た
本
籍
地
弘
前

和
徳
町
（
弘
前
市
）
の
千
代
吉
の
実
弟
吉
太
郎
が
葬
式
を
済
ま
せ
た
も
の
の
、
病

気
の
千
代
吉
・
同
行
者
を
引
き
取
ら
な
か
っ
た
。
黒
石
戸
長
役
場
か
ら
和
徳
戸
長

役
場
へ
迎
人
派
遣
の
依
頼
を
し
た
が
、
吉
太
郎
は
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
黒
石
戸
長
役
場
か
ら
和
徳
戸
長
役
場
へ
費
用
の
弁

償
を
求
め
た
が
、
弁
償
を
求
め
る
相
手
が
無
く
成
規
の
通
り
処
理
す
る
よ
う
に
と

の
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
黒
石
戸
長
役
場
で
弁

償
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

②
本
籍
地
を
大
阪
府
東
区
と
す
る
樋
口
甚
平
・
辰
蔵
兄
弟
が
、
黒
石
甲
徳
兵
衛

町
旅
人
宿
泉
忠
作
方
に
止
宿
し
て
い
た
が
、
甚
平
が
明
治
一
九
年
一
二
月
一
〇
日

に
病
死
し
、
辰
蔵
は
病
床
に
あ
っ
た
。
辰
蔵
か
ら
黒
石
戸
長
役
場
を
通
し
て
借
金

願
い
が
出
さ
れ
て
が
、
大
坂
府
東
区
粉
川
戸
長
役
場
（
大
阪
市
中
央
区
）
よ
り
本

籍
地
に
親
族
等
が
い
な
い
の
で
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
仮
埋
葬
料

八
九
銭
・
医
師
鑑
定
料
一
〇
銭
・
薬
剤
六
〇
銭
・
賄
料
一
円
三
〇
銭
（
三
九
回
、

一
回
三
銭
三
厘
三
毛
）・
医
師
診
察
一
〇
銭
（
二
回
）、
計
二
円
九
九
銭
は
、
黒
石

戸
長
役
場
が
一
時
繰
替
え
し
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
円

覚
寺
に
仮
埋
葬
し
、
心
当
た
り
の
者
は
役
場
に
申
し
出
る
よ
う
に
掲
示
を
し
、
陸

奥
新
報
に
五
二
歳
の
年
齢
の
外
、
人
相
・
着
衣
の
様
子
を
広
告
し
て
い
る
。

　

③
斎
藤
久
治
は
、
秋
田
県
仙
北
郡
大
沢
郷
村
（
大
仙
市
）
を
本
籍
地
と
し
、
出

稼
ぎ
の
函
館
で
土
方
を
し
て
い
た
が
、
明
治
二
〇
年
一
一
月
に
歩
行
に
支
障
を
き

た
し
、
翌
年
一
月
秋
田
へ
の
途
中
、
黒
石
で
歩
行
困
難
に
陥
っ
た
。
医
師
北
岡
幾

一
郎
は
脚
気
と
診
断
し
て
い
る
。
本
籍
地
戸
長
役
場
は
家
元
が
赤
貧
の
た
め
請
求

で
き
な
い
と
み
て
、
秋
田
県
庁
に
伺
い
の
う
え
、
黒
石
戸
長
役
場
に
救
護
費
用
を

弁
償
す
る
た
め
の
明
細
書
、
医
師
の
診
断
書
、
旅
費
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
同

三
月
二
二
日
に
黒
石
戸
長
役
場
が
、
沿
道
の
各
戸
長
役
場
宛
に
次
の
よ
う
な
宿
駅

送
り
の
通
知
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
仙
北
郡
大
沢
郷
村　

斎
藤
久
治

右
之
者
、
今
回
、
本
籍
戸
長
役
場
ヘ
、
沿
道
宿
駅
次
ヲ
以
テ
、
人
頭
逓
送
候
条
、

　
　

可
然
御
取
斗
相
成
度
、
此
通
リ
申
付
候
也

　
　
　
　

明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場

　
　

沿
道
各
駅
戸
長
役
場
御
中

救
護
と
逓
送
の
費
用
は
、
大
沢
郷
戸
長
役
場
が
負
担
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
近
世
の
宿
送
り
の
負
担
が
町
割
り
・
村
割
り
か
ら
、
戸
長
役
場
に

移
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

④
黒
石
鍛
治
町
山
本
キ
ヨ
は
、
北
海
道
根
室
郡
松
ヶ
枝
町
（
伊
達
市
）
で
病
気

に
な
っ
た
が
、歩
け
る
ま
で
回
復
し
た
。
本
人
の
願
い
は
実
兄
勘
七
を
呼
び
寄
せ
、

借
財
を
返
し
て
帰
県
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
入
院
時
の
保
証
人
大
和
田
寛

良
は
、
勘
七
へ
連
絡
し
て
も
返
答
が
な
い
こ
と
か
ら
、
明
治
二
一
年
二
月
と
六
月

の
二
回
に
わ
た
っ
て
黒
石
戸
長
役
場
へ
説
諭
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
本
籍
地
で
は
勘

七
で
な
く
別
の
実
兄
平
助
か
ら
、
黒
石
戸
長
役
場
に
赤
貧
の
う
え
眼
病
を
患
い
、

迎
え
の
人
を
雇
う
資
金
も
な
い
と
の
回
答
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
取
扱
い
の
結

果
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
籍
地
の
あ
る
黒
石
戸
長
役
場
が
弁
償
し
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。

　

⑤
黒
石
前
町
五
十
嵐
治
三
郎
は
、
明
治
二
一
年
一
一
月
一
三
日
に
石
江
村
（
青

森
市
）
か
ら
付
添
人
に
伴
わ
れ
て
新
城
村
（
同
市
）
ま
で
送
り
届
け
ら
れ
て
き
た
。

す
で
に
自
力
で
歩
行
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
同
一
七
日
に
黒
石
に
着
く
ま
で

の
経
費
は
、
表
の
通
り
で
あ
り
、
黒
石
戸
長
役
場
が
繰
替
え
て
い
る
。
黒
石
戸
長

役
場
は
こ
の
取
り
扱
い
を
、
行
旅
病
人
で
な
く
恤
救
規
則
の
適
用
に
し
た
い
と
、

南
津
軽
郡
役
所
へ
伺
い
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
赤
貧
の
上
重
病
で
生
業
に
就

く
見
込
み
が
無
く
、
こ
の
後
も
扶
助
が
必
要
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
郡
役
所

か
ら
は
恤
救
規
則
の
給
付
額
で
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
町
の
救
助
費
を
も
っ

て
充
て
る
よ
う
に
回
答
が
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
結
果
的
に
は
恤
救
規
則
を
適
用
さ
せ
た
が
、
逓
送
の
具
体
的
な
様

子
が
わ
か
る
。
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⑥
明
治
三
三
年
四
月
、
小
樽
区
役
所
か
ら
黒
石
町
役
場
宛
て
に
、
黒
石
町
か
隣

接
す
る
中
郷
村
を
本
籍
地
と
す
る
中
村
仙
太
郎
の
扶
養
義
務
者
を
問
い
合
わ
せ
る

連
絡
が
あ
っ
た
。
仙
太
郎
は
小
樽
内
の
小
屋
で
栄
養
不
足
で
寝
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
、
行
旅
病
人
と
し
て
小
樽
警
察
署
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
黒
石

町
役
場
は
中
郷
村
役
場
へ
も
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
在
籍
な
し
と
の
返
事
を
し
て

い
る
。

　

江
戸
時
代
の
宿
送
り
制
度
が
、
明
治
一
五
年
で
終
わ
る
の
で
な
く
、
同
三
二
年

ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
③
⑤
の
例
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　

（
２
）
国
外

　

こ
こ
で
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
「
行
旅
病
人
救
護
費
用
徴
収
雑

件
」
の
四
七
例
か
ら
旅
人
保
護
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　

①
韓
国
駐
在
仁
川
領
事
よ
り
山
口
県
知
事
あ
て
の
通
牒
に
は
、
本
籍
地
を
末
武

南
村
（
下
松
市
）
と
す
る
中
原
嘉
七
が
、
明
治
三
六
年
一
〇
月
、
旅
行
の
途
中
、

仁
川
港
に
上
陸
、
脚
気
・
赤
痢
に
罹
っ
た
が
、
親
戚
・
知
人
も
な
い
た
め
、
公
立

避
病
院
に
入
院
さ
せ
た
も
の
の
、翌
年
三
月
三
〇
日
に
死
亡
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、

本
籍
地
の
兄
民
次
郎
よ
り
四
円
八
四
銭
の
送
金
が
あ
っ
た
が
、
残
り
一
二
三
〇
円

に
つ
い
て
は
、
催
促
に
応
じ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
山
口
県
知
事
よ
り
、

兄
は
無
資
産
者
で
日
雇
い
家
業
し
て
お
り
、
弁
償
の
資
力
無
し
と
の
返
答
を
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
仁
川
領
事
は
外
務
省
に
宛
て
て
、
当
地
の
日
本
人
居
留
民

役
所
が
一
時
繰
替
え
し
て
い
る
が
、
国
内
に
お
け
る
旅
人
保
護
に
準
じ
、
本
籍
地

の
府
県
が
弁
償
す
る
も
の
と
考
え
る
と
の
意
見
を
具
申
し
て
い
る
。

　

同
三
七
年
の
仁
川
に
お
け
る
旅
人
保
護
は
四
二
名
で
、
費
用
が
一
二
〇
九
円

五
六
銭
三
厘
、
五
名
が
一
二
八
円
一
銭
五
厘
支
払
っ
て
い
る
だ
け
で
、
残
り
は
日

本
人
居
留
民
の
繰
替
え
に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

外
務
省
は
内
務
省
に
宛
て
て
、
法
律
第
九
三
号
・
勅
令
第
二
七
七
号
の
解
釈
を

本
人
・
扶
養
義
務
者
、
本
籍
地
府
県
、
国
庫
の
順
で
負
担
す
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
回
は
府
県
の
負
担
で
弁
償
す
る
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
照
会

表　五十嵐治三郎　救護費用繰替　　明治３１年

　　　　　７銭 逓送人・付添人夫賃 石江村～新城村
　　　　５０銭 医師診断料 医師小田桐貞哉
　　　　１４銭 薬価 水薬２日分
　　　　２６銭 人力車賃 医師使用、青森～新城村
　　　　４０銭 宿泊料 賄料１２飯（１飯３銭３厘余）
　　６０銭７厘 ２人換人力車賃 新城～浪岡戸長役場４里２４丁１５間（１里６銭５厘）
　　　　　４銭 蝋燭代 ４丁、看護に使用

６銭５厘 便器代 １個
　　　　３０銭 看護料 ３夜（１夜１０銭）、明智元衛
　　　　１０銭 看護料 １夜、竹内細堂
　　　　４０銭 ２人換人力車賃 浪岡～黒石戸長役場、車賃１３銭、夜増４銭

悪路増３割４銭、細引２人・夜増１９銭
計２円８８銭２厘
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に
た
い
し
、
内
務
省
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
に
お
け
る
旅
人
保
護
に
国
内
法
は
不
適

用
の
例
が
あ
り
、
府
県
の
負
担
と
す
る
解
釈
も
で
き
な
い
の
で
、
大
蔵
省
と
協
議

し
、
先
例
の
在
外
国
難
民
貸
与
金
一
時
繰
替
支
弁
に
関
す
る
勅
令
に
よ
り
国
庫
で

支
弁
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
の
記
録
が
み
ら

れ
な
い
が
、
外
務
省
・
内
務
省
・
大
蔵
省
の
協
議
に
よ
り
国
庫
で
弁
償
し
た
も
の

と
考
え
る
。

　

外
務
省
は
、
こ
の
協
議
中
、
仁
川
・
京
城
・
釜
山
・
木
浦
・
鎮
南
浦
駐
在
領
事

に
対
し
、
調
査
・
報
告
を
求
め
て
い
て
、
国
外
に
お
け
る
旅
人
保
護
が
看
過
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

②
内
務
省
よ
り
外
務
省
に
あ
て
て
、
滋
賀
県
入
江
村
（
米
原
市
）
を
本
籍
地
と

す
る
堀
川
惣
弥
の
救
護
費
取
り
立
て
に
関
す
る
依
頼
が
あ
っ
た
。
明
治
三
八
年
に

堀
川
惣
弥
が
台
南
市
で
病
気
に
よ
り
歩
行
困
難
に
な
り
、
台
南
弁
務
署
が
国
内
法

に
よ
り
救
護
に
当
た
っ
た
が
死
亡
し
た
。
救
護
費
用
二
四
円
五
〇
銭
の
内
、
本
籍

地
の
父
が
六
円
六
厘
弁
償
し
た
が
、
残
り
を
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
出
稼
ぎ

中
の
兄
久
弥
に
請
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
駐
在
領
事
よ
り
兄
に

説
諭
し
、
九
ド
ル
九
〇
セ
ン
ト
が
郵
便
為
替
で
送
金
さ
れ
解
決
に
至
っ
て
い
る
。

　

③
本
籍
地
を
福
井
県
上
庄
村
（
大
野
市
）
と
す
る
栂
野
外
太
郎
が
、
明
治
四
四

年
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ッ
ク
で
悪
性
マ
ラ
リ
ヤ
に
伝
染
し
、
清
国
人
旅
人
宿
に
宿

泊
し
て
い
た
が
、
持
ち
金
を
使
い
果
た
し
、
バ
ン
コ
ッ
ク
駐
在
領
事
よ
り
暹
貨

一
三
五
銖
を
借
用
し
て
支
払
い
を
済
ま
せ
た
。
そ
の
後
行
方
不
明
と
な
り
、
領
事

館
の
会
計
に
支
障
を
き
た
し
た
。
福
井
県
知
事
か
ら
は
本
人
が
東
京
よ
り
転
籍
し

て
き
た
が
、
無
資
産
者
で
扶
養
義
務
者
も
い
な
い
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
外
務

省
よ
り
バ
ン
コ
ッ
ク
駐
在
領
事
に
対
し
、
先
例
に
よ
り
機
密
費
で
支
出
し
、
本
人

よ
り
返
金
が
あ
れ
ば
本
省
へ
送
金
す
る
こ
と
で
解
決
を
み
て
い
る
。

　

④
旅
人
と
し
て
保
護
し
た
韓
国
人
李
秉
秀
の
救
護
費
用
八
〇
円
四
九
銭
を
、
北

海
道
小
樽
区
役
所
は
、
大
正
七
年
に
直
接
、
韓
国
駐
在
頭
道
溝
分
館
あ
て
に
、
扶

養
義
務
者
で
あ
る
妻
鄭
姓
女
か
ら
の
徴
収
を
依
頼
し
た
。
頭
道
溝
分
館
よ
り
外
務

省
に
、
夫
は
赤
貧
に
陥
り
同
六
年
に
家
出
し
て
お
り
、
妻
は
家
族
六
人
を
抱
え
弁

償
で
き
ず
、
国
税
滞
納
処
分
法
を
韓
国
在
住
の
人
に
適
用
で
き
る
か
、
指
示
を
仰

い
で
い
る
。
次
い
で
、
外
務
省
よ
り
内
務
省
に
対
し
、
韓
国
に
お
い
て
国
税
徴
収

法
は
適
用
で
き
ず
、扶
養
義
務
者
が
資
力
無
く
救
護
費
用
は
徴
収
不
可
能
な
の
で
、

内
務
省
取
扱
い
に
回
す
措
置
を
と
っ
た
。
内
務
省
が
ど
の
よ
う
な
解
決
法
を
取
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

⑤
本
籍
地
を
広
島
県
安
佐
郡
大
林
（
広
島
市
）
と
す
る
川
本
寅
吉
は
、
大
正
九

年
に
行
倒
れ
に
な
り
、
警
察
か
ら
の
通
知
に
よ
り
木
相
立
村
が
引
き
受
け
た
。
そ

の
後
回
復
し
て
旅
立
っ
た
が
、
救
護
費
用
八
七
円
七
八
銭
は
未
払
い
に
な
っ
た
。

広
島
県
知
事
は
外
務
省
を
通
し
て
ホ
ノ
ル
ル
領
事
に
、
扶
養
義
務
者
の
実
姉
米
中

ナ
カ
か
ら
国
税
滞
納
法
に
よ
り
回
収
を
依
頼
し
た
。
外
務
省
は
広
島
県
知
事
に
、

在
外
の
領
事
は
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
納
付
に
つ
い
て
論
示
す
る
だ
け
で
あ
り
、

委
託
は
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
韓
国
・
関
東
州
・
台
湾
・
樺
太
・

国
内
の
行
政
機
関
は
、
相
互
に
嘱
託
は
で
き
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

朝
鮮
総
督
府
は
外
務
省
に
あ
て
て
、
明
治
四
五
年
に
韓
国
に
お
け
る
日
本
人
の

旅
人
保
護
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て
照
会
し
て
い
る
。
外
務
省
よ
り
の
答
え
は
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
国
籍
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
日
本
国
内
に
扶
養
義
務
者
・
相
続

人
が
居
住
し
て
い
な
い
場
合
、
弁
償
に
つ
い
て
の
規
則
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
領
事

に
照
会
し
て
送
還
の
手
続
を
し
た
例
が
あ
る
が
、
弁
償
を
請
求
し
て
い
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

参
考
例
と
し
て
、
明
治
三
五
年
の
外
務
省
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
領
事
に
指
示
し

た
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
帆
船
の
水
夫
と
な
っ

て
い
た
日
本
人
一
一
名
の
内
、
四
名
の
病
死
と
、
病
気
の
四
名
を
フ
ラ
ン
ス
領
安

南
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
の
送
還
に
要
し
た
費
用
の
請
求
が
あ
っ
た
。
本
人
か

ら
借
用
証
書
を
出
さ
せ
、
明
治
二
四
年
の
勅
令
在
外
難
民
貸
与
金
一
時
繰
替
支
弁

の
制
・
在
外
難
民
救
助
取
扱
方
に
準
拠
し
て
、
難
民
貸
与
金
よ
り
支
出
し
て
い
る
。

こ
の
件
は
大
蔵
省
に
移
し
、
関
係
府
県
を
通
し
て
債
務
者
よ
り
取
り
立
て
る
こ
と

に
な
っ
た
。　

　

国
外
に
お
い
て
は
、
国
内
に
い
る
扶
養
義
務
者
に
弁
償
能
力
が
無
い
場
合
、
国

内
法
を
適
用
す
る
に
無
理
が
あ
り
、
居
留
民
の
拠
出
金
、
難
民
貸
与
金
、
政
府
の

機
密
費
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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日
本
政
府
は
、
樺
太
に
つ
い
て
は
明
治
三
八
年
樺
太
北
緯
五
〇
度
以
南
を
領
有

し
て
樺
太
庁
を
設
け
、
台
湾
に
つ
い
て
は
明
治
二
八
年
、
台
湾
総
督
府
を
設
け
、

韓
国
に
つ
い
て
は
同
三
七
年
第
一
次
日
韓
協
約
、
翌
年
第
二
次
日
韓
協
約
、
同

四
〇
年
第
三
次
日
韓
協
約
、
同
四
三
年
日
韓
併
合
で
韓
国
総
督
府
を
設
け
た
。
旅

人
保
護
に
つ
い
て
も
、
進
出
先
で
新
た
な
問
題
の
発
生
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　

二　

外
国
人
の
保
護

　

安
政
五
カ
国
条
約
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
我
が
国
と
、
ア
メ
リ
カ
・

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
結
ば
れ
た
修
好
通
商
条

を
い
う⒁

。
在
留
外
国
人
の
内
、
領
事
を
含
む
外
交
官
と
学
術
調
査
を
目
的
と
す
る

者
の
日
本
国
内
旅
行
は
自
由
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）、イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
が
横
浜
か
ら
北
海
道
ま
で
旅
行
で
き
た
の
は
、
学
術
調
査
目
的
の
旅
券
で

あ
り
、イ
ギ
リ
ス
公
使
を
通
し
て
入
手
で
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る⒂

。
日
本
政
府
は
、

一
般
の
外
国
人
に
対
し
て
は
開
港
場
の
一
〇
里
四
方
を
遊
歩
で
き
る
こ
と
と
し
た

が
、
領
事
裁
判
権
の
問
題
か
ら
開
港
場
外
で
の
商
取
引
は
認
め
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
在
留
外
国
人
の
度
重
な
る
要
請
か
ら
、
外
国
人
旅
行
免
状
の
発
行
は
、
外
務

省
か
ら
府
県
知
事
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
熱
海
ま
で
の
養
療
の

ほ
か
、
富
士
登
山
、
日
光
観
光
と
な
し
く
ず
し
に
旅
行
範
囲
が
拡
大
し
て
い
っ
た⒃

。

　

明
治
二
七
年
、
日
英
修
好
航
海
条
約
が
結
ば
れ
、
同
三
二
年
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
三
二
年
、
国
内
法
「
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
」
第

一
七
条
に
、
外
国
人
の
所
持
品
・
遺
留
品
の
取
扱
い
は
別
の
法
令
に
定
め
る
と
あ

る
。
翌
年
こ
れ
を
受
け
た
「
死
亡
者
ノ
財
産
保
護
ニ
関
ス
ル
日
英
条
約
」
に
よ
り
、

遺
産
は
死
亡
者
所
属
の
領
事
が
管
理
す
る
こ
と
に
定
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
の
同
四
四
年
に
、「
日
英
修
好
航
海
条
約
改
正
」
が
あ
り
、
第
五
条
に

次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
。

両
締
約
国
ノ
一
方
ノ
臣
民
カ
、
他
ノ
一
方
ノ
版
図
内
ニ
於
テ
死
亡
シ
タ
ル
場

合
ニ
、
死
亡
者
の
本
国
法
に
入
り
、
相
続
財
産
を
収
受
管
理
ス
ル
ノ
権
利
ヲ

有
ス
ル
者
、
其
ノ
地
ニ
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
死
亡
者
所
属
国
ノ
当
該
領
事
官

ハ
必
要
ナ
ル
手
続
ヲ
履
行
シ
タ
ル
上
、
右
死
亡
者
財
産
所
在
地
ノ
国
法
ノ
定

ム
ル
方
法
及
制
限
ニ
依
リ
、
該
相
続
財
産
ノ
管
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、

締
約
国
ノ
一
方
ノ
臣
民
カ
他
ノ
一
方
ノ
版
図
外
ニ
於
テ
死
亡
シ
タ
ル
モ
、
該

版
図
内
ニ
財
産
ヲ
所
有
セ
ル
場
合
ニ
、
相
続
財
産
ヲ
収
受
管
理
ス
ル
ノ
権
利

ヲ
有
ス
ル
者
、
右
財
産
所
在
地
ニ
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
亦
前
項
ノ
規
定
ヲ
準
用

ス
、

死
亡
者
ノ
相
続
財
産
ノ
管
理
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
項
ニ
付
、
締
約
国
ノ
一
方

カ
別
国
ノ
領
事
官
ニ
現
ニ
許
与
シ
又
ハ
今
後
許
与
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
権

利
、
特
権
、
恩
典
又
ハ
免
除
ハ
、
締
約
国
ノ
他
ノ
一
方
ノ
領
事
官
ニ
即
時
且

無
条
件
ニ
テ
之
ヲ
及
ホ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス  

こ
れ
は
、
三
点
に
つ
い
て
取
り
決
め
ら
れ
て
あ
る
。

　

①
日
本
国
内
に
遺
産
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、
英
国
領
事
が
管
理
す
る
。

　

②
遺
産
所
在
地
に
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、
前
項
を
適
用
す
る
。

③
他
国
の
領
事
に
許
与
す
る
権
利
・
特
権
・
恩
典
・
免
除
は
、
無
条
件
に
英
国

領
事
に
も
許
与
す
る
。

こ
れ
と
同
じ
内
容
は
、
同
年
ス
ペ
イ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
間
に
も
結
ば
れ
た
。

ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
取
扱
い

に
差
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
「
在
本
邦
外
国
人
死
亡
雑
件
」
の

八
九
例
か
ら
具
体
例
を
み
て
い
く
。

　
（
１
）
日
英
と
の
間
に
は
同
三
四
年
の
「
死
亡
者
ノ
財
産
保
護
ニ
関
ス
ル
日
英

条
約
」・
同
四
四
年
の
「
日
英
修
好
航
海
条
約
改
正
」
に
よ
り
、
遺
産
は
領
事
の

管
理
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

①
英
国
人
ハ
ー
バ
ァ
ー
ト
・
ロ
ー
イ
ス
・
ア
ル
コ
ッ
ク
は
、
神
戸
か
ら
草
津
温

泉
へ
入
湯
の
た
め
向
か
っ
た
が
、
明
治
四
二
年
六
月
二
五
日
に
長
野
県
東
長
倉
村

（
軽
井
沢
町
）
で
病
死
し
た
。
上
軽
井
沢
警
察
署
の
検
視
後
、
東
長
倉
村
役
場
に

引
き
渡
さ
れ
た
。
東
長
倉
村
か
ら
長
野
県
知
事
へ
報
告
、
そ
れ
か
ら
外
務
省
・
神

戸
駐
在
英
国
領
事
へ
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
。
死
体
は
条
約
に
あ
る
よ
う
に
東
長

倉
村
に
仮
埋
葬
と
な
っ
た
。
預
金
通
帳
を
所
持
し
て
い
た
が
、
こ
の
取
扱
い
の
記
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録
が
残
っ
て
い
な
い
。
英
国
領
事
の
管
理
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

②
英
国
船
デ
ー
カ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
号
が
台
湾
基
隆
沖
で
、
台
風
の
た
め
座
礁
・

難
破
し
、
日
本
人
二
人
が
荷
揚
げ
作
業
の
途
中
、
発
生
し
た
炭
酸
ガ
ス
で
倒
れ
た
。

一
等
運
転
手
エ
ム
・
エ
ル
ラ
ム
が
救
助
に
あ
た
っ
た
が
、
ガ
ス
中
毒
で
基
隆
病
院

に
入
院
し
、大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
〇
月
一
七
日
に
急
性
肺
炎
で
死
亡
し
た
。

こ
の
日
本
人
救
助
の
行
為
に
対
し
、
台
湾
総
督
府
は
淡
水
駐
在
英
国
領
事
を
通
し

て
、
遺
族
に
千
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　
（
２
）
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
に
は
、
明
治
四
四
年
に
結
ん
だ
「
日
西
修
好
交
通
条

約
改
正
」
第
四
条
に
日
英
と
同
じ
内
容
の
条
約
が
あ
る
。

　

①
ス
ペ
イ
ン
人
エ
ス
ブ
リ
チ
が
上
海
か
ら
横
浜
へ
の
途
中
、
八
幡
丸
船
室
で
大

正
四
年
七
月
一
七
日
、
ピ
ス
ト
ル
自
殺
し
た
。
門
司
の
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
会
牧

師
に
あ
て
た
遺
書
に
遺
産
を
売
却
し
て
、
埋
葬
費
用
と
教
会
で
の
祈
祷
料
に
充
て

る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
協
会
は
自
殺
者
の
祈
祷
を
宗
教
上
の
理
由

か
ら
拒
否
し
た
。
門
司
市
役
所
が
仮
埋
葬
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
福
岡
県
知

事
か
ら
外
務
省
を
通
し
て
内
務
省
・
神
奈
川
県
知
事
へ
通
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

横
浜
駐
在
ス
ペ
イ
ン
領
事
へ
電
報
で
通
知
し
て
い
る
。
遺
産
の
残
金
は
領
事
へ
渡

さ
れ
、
上
海
在
住
の
母
に
送
金
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

②
ス
ペ
イ
ン
人
ペ
ー
ド
・
ラ
・
イ
・
マ
ク
マ
ホ
ン
は
、
同
国
人
ド
ク
ト
ル
・
カ

モ
ン
と
築
地
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。
頭
部
癌
症
治
療
の
た
め
聖
路
加

病
院
に
入
院
し
た
が
、
大
正
七
年
一
〇
月
九
日
に
死
亡
し
た
。
カ
モ
ン
は
、
死
体

を
横
浜
の
英
国
人
ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
ソ
ン
に
防
腐
剤
を
注
射
さ
せ
て
処
理
し
、
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
住
民
と
し
て
横
浜
駐
在
米
国
領
事
の
証
明
書
を
持
っ
て
、
マ
ニ
ラ
に
出

国
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
カ
モ
ン
は
ホ
テ
ル
・
帰
国
船
賃
二
八
〇
円
余
を
支
払

い
、
現
金
・
遺
品
を
ま
と
め
て
持
ち
帰
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
公
使
か
ら
外
務
省
に
、

両
国
の
条
約
第
四
条
に
あ
る
よ
う
に
府
県
知
事
か
ら
最
寄
り
の
領
事
へ
の
通
知
が

無
か
っ
た
こ
と
、
相
続
財
産
は
即
時
、
無
条
件
に
領
事
へ
渡
さ
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。外
務
省
は
、日
本
の
行
政
機
関
の
関
与
は
無
か
っ

た
と
答
え
て
い
る
。死
亡
届
提
出
の
義
務
は
ホ
テ
ル
で
な
く
病
院
に
あ
る
と
し
て
、

改
め
て
聖
路
加
病
院
よ
り
京
橋
区
役
所
へ
出
さ
せ
、
死
亡
証
明
書
は
外
務
省
に
出

さ
せ
て
い
る
。
後
日
で
あ
る
が
正
規
の
ル
ー
ト
に
乗
せ
て
処
理
し
て
い
る
。

　

同
五
年
、
台
湾
在
住
と
み
ら
れ
る
ベ
テ
ー
博
士
の
母
が
日
光
で
死
亡
す
る
と
、

ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
ソ
ン
が
棺
桶
・
注
射
を
持
っ
て
赴
き
、
葬
儀
の
手
配
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
横
浜
に
外
国
人
相
手
の
葬
儀
屋
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
３
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
間
に
は
、明
治
四
四
年
結
ん
だ
「
日
諾
通
商
航
海
条
約
」

第
四
条
に
日
英
と
同
じ
内
容
の
条
文
が
あ
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
グ
レ
ー
マ
号
が
浦
塩
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）
か
ら
門
司
（
下
関

市
）
へ
向
か
う
途
中
の
大
正
五
年
三
月
二
八
日
、
船
長
ド
リ
グ
ヴ
ェ
デ
ィ
フ
ヘ
ン

が
肺
患
で
死
亡
し
た
。
遺
産
保
管
の
必
要
を
認
め
ず
、
同
行
中
の
妻
に
引
き
渡
し

て
い
る
。
下
関
（
北
九
州
市
）
で
火
葬
に
し
て
、
遺
骨
は
妻
が
本
国
へ
持
ち
帰
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
福
岡
県
知
事
か
ら
外
務
省
・
内
務
省
・
下
関
駐
在
ノ
ル

ウ
ェ
ー
名
誉
領
事
に
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）
ド
イ
ツ
と
の
間
に
は
最
恵
国
条
項
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
人
ラ
イ
ノ
ハ
ル
は
、
内
縁
の
妻
西
田
オ
ワ
と
中
国
人
ボ
ー
イ
亜
生
を
連

れ
、
熊
本
県
人
吉
町
（
同
市
）
で
避
暑
中
の
大
正
二
年
五
月
一
六
日
、
慢
性
腸
カ

タ
ル
・
気
管
支
カ
タ
ル
で
死
亡
し
た
。
長
崎
駐
在
領
事
代
理
よ
り
人
吉
警
察
署
に

依
頼
が
あ
り
、
葬
式
は
西
田
が
借
金
し
て
大
村
（
球
磨
郡
）
の
墓
地
に
埋
葬
し
て

い
る
。
領
事
代
理
は
遺
留
財
産
の
目
録
作
成
を
熊
本
県
知
事
に
依
頼
し
た
が
拒
絶

さ
れ
た
。
再
び
領
事
代
理
は
、
最
恵
国
条
項
に
よ
り
ド
イ
ツ
に
も
適
用
で
き
る
よ

う
申
し
出
て
い
る
。
熊
本
県
知
事
は
、
外
務
省
・
内
務
省
・
熊
本
地
方
裁
判
所
検

事
正
と
打
ち
合
わ
せ
、
今
回
限
り
遺
留
財
産
目
録
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
、
上
海
銀
行
為
替
券
四
八
八
円
二
銭
・
香
港
上
海
銀
行
債
権
二
二
九
四
ド
ル

と
手
帳
・
め
が
ね
・
万
年
筆
を
領
事
代
理
に
渡
し
て
い
る
。
西
田
は
一
〇
年
ち
か

く
の
給
料
と
し
て
二
千
円
を
請
求
し
た
が
、
領
事
代
理
は
葬
式
料
、
ボ
ー
イ
給
料

を
含
む
五
九
六
円
四
〇
銭
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
（
５
）
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
は
最
恵
国
条
項
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

大
正
三
年
五
月
九
日
、
司
法
省
か
ら
外
務
省
に
宛
て
て
ア
メ
リ
カ
人
ウ
ル
フ
の

遺
産
管
理
を
、
ア
メ
リ
カ
領
事
が
拒
否
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
き
た
。
日
米
条
約
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に
は
日
英
条
約
第
五
条
に
相
当
す
る
遺
産
管
理
の
条
項
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い

う
。
交
渉
の
結
果
、
横
浜
区
裁
判
所
が
管
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
で
決
着
し
て
い

る
。

　
（
６
）
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
は
最
恵
国
条
項
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

朝
鮮
総
督
府
よ
り
外
務
省
に
、
京
城
駐
在
フ
ラ
ン
ス
領
事
が
、
朝
鮮
で
フ
ラ
ン

ス
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続
人
・
遺
言
執
行
者
が
不
明
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
領

事
が
遺
産
管
理
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
し
て
き
た
。
外
務
省
は
日
仏

条
約
第
一
七
条
は
最
恵
国
条
項
で
、
遺
産
管
理
の
取
り
決
め
で
な
い
と
返
答
し
て

い
る
。

　
（
７
）
ロ
シ
ア
と
の
間
に
は
、
明
治
二
八
年
の
「
日
露
通
商
条
約
」
に
最
恵
国

条
項
が
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
目
録
か
ら
は
、
同

四
四
年
に
は
「
工
業
所
有
権
相
互
保
護
ニ
関
ス
ル
日
露
条
約
」
と
清
国
に
お
け
る

同
じ
内
容
の
条
約
が
あ
る
だ
け
で
、
旅
人
の
遺
産
管
理
に
あ
た
る
も
の
は
み
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

①
樺
太
残
留
ロ
シ
ア
人
エ
ゴ
ー
ル
・
シ
ー
ニ
ヨ
フ
が
大
正
四
年
三
月
一
八
日
に

渡
瀬
で
死
亡
し
た
。
ロ
シ
ア
正
教
司
祭
ニ
コ
ラ
イ
・
ク
ジ
ミ
ン
が
同
地
居
住
の
早

川
喜
代
治
と
、
樺
太
庁
豊
原
支
庁
に
出
頭
し
て
遺
産
の
牛
馬
の
早
期
処
分
を
申
し

出
た
。
豊
原
支
庁
は
遺
産
相
続
人
欠
如
の
場
合
、
国
内
法
で
は
裁
判
所
が
管
理
人

を
選
任
す
る
の
で
、
そ
の
指
揮
を
待
つ
よ
う
に
話
し
て
い
る
。
樺
太
庁
は
函
館
駐

在
ロ
シ
ア
副
領
事
に
、
生
前
養
子
と
約
束
あ
る
ヤ
ー
コ
フ
を
通
知
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
司
祭
は
牛
馬
を
譲
渡
し
、
借
財
を
清
算
し
た
残
金
七
四
円
を
函
館
駐
在

ロ
シ
ア
副
領
事
に
送
金
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
函
館
駐
在
ロ
シ
ア
副
領
事
か
ら

樺
太
庁
に
対
し
て
、
遺
産
管
理
人
を
司
祭
に
指
定
し
た
か
の
照
会
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
副
領
事
か
ら
養
子
約
束
の
ヤ
ー
コ
フ
に
、
遺
産
と
し
て
七
四
円
が
渡
さ

れ
こ
の
件
は
終
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

②
ロ
シ
ア
人
ノ
ヴ
ウ
エ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
大
連
か
ら
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
台
中
丸
船
中
で
、
心
臓
発
作
に
よ
り
大
正
四
年
一
〇
月
五
日

に
死
亡
し
た
。
門
司
入
港
後
、
船
長
が
成
規
の
届
け
出
を
し
、
同
船
中
の
妻
の
弟

が
門
司
市
役
所
に
手
続
き
を
済
ま
せ
、
市
内
丸
山
共
同
墓
地
に
埋
葬
し
て
い
る
。

　

外
国
人
の
遺
産
管
理
は
、
当
該
領
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
外
務
省

と
警
察
署
を
管
下
に
お
く
内
務
省
の
間
で
、
実
例
が
発
生
し
て
か
ら
協
議
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
取
扱
い
が
定
着
す
る
ま
で
は
時
間
を
要
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

旅
人
保
護
は
江
戸
時
代
の
宿
送
り
制
度
が
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
宿
駅
次
と

な
っ
て
引
き
続
き
行
わ
れ
て
お
り
、
明
治
三
二
年
に
廃
止
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

保
護
の
費
用
は
、
近
世
に
お
い
て
本
人
・
親
類
縁
者
が
負
担
す
る
が
、
で
き
な

い
場
合
は
宿
割
り
・
村
割
り
で
行
っ
た
。
近
代
に
入
る
と
本
籍
地
戸
長
役
場
の
負

担
と
変
わ
っ
た
。
民
法
制
定
に
よ
っ
て
扶
養
義
務
者
が
決
め
ら
れ
る
と
、
費
用
の

負
担
は
こ
こ
に
移
っ
た
。
明
治
三
二
年
か
ら
は
保
護
に
あ
た
っ
た
市
町
村
は
繰
替

え
、
都
道
府
県
に
請
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

引
き
取
り
手
は
、
近
世
で
は
親
類
縁
者
で
あ
っ
た
が
、
近
代
に
入
る
と
本
籍
地

の
親
類
縁
者
と
な
っ
た
。
明
治
三
二
年
か
ら
は
扶
養
義
務
者
と
な
り
現
代
に
至
っ

て
い
る
。

　

国
外
に
あ
っ
て
は
、
扶
養
義
務
者
に
負
担
能
力
が
無
い
場
合
、
政
府
の
難
民
貸

与
金
・
機
密
費
と
居
留
民
の
拠
出
金
で
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

外
国
人
の
場
合
、
遺
産
管
理
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
日
本
と
の
条
約
に
よ
り
多

く
は
駐
在
領
事
が
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
の
「
在
外
国
公
使
及
領
事
館
ニ
於
テ
日
本
困
難
民
救
助

取
扱
方
一
件
」
を
み
る
と
、
外
国
在
住
の
日
本
人
、
特
に
ハ
ワ
イ
・
北
米
へ
の
移

民
保
護
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
残
っ
た⒄

。
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注

　

⑴　

拙
稿
「
弘
前
藩
に
お
け
る
旅
人
の
死
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（『
年
報
市
史
ひ

ろ
さ
き
』
第
一
〇
号
）、
二
〇
〇
一
。「
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
死
者
と

そ
の
扱
い
」（
上
）（
下
）」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
第
一
三
一
・
一
三
二
号
』）、

二
〇
一
一
・
二
〇
一
二
。

　

⑵
⑶　

高
橋
三
男
「
行
旅
病
人
と
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
い
の
経
緯
に
つ
い
て
（
１
）

（
２
）」（『
生
活
と
福
祉
』）、
一
九
九
〇
。

　

⑷　

長
谷
川
成
一
『
北
奥
羽
の
大
名
と
民
衆
』、
清
文
堂
、
二
〇
〇
八
。

　

⑸　

深
井
甚
三
『
幕
藩
制
下
陸
上
交
通
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
。

　

⑹　

塚
本
学
『
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
』、
平
凡
社
、
一
九
九
三
。

　

⑺　

柴
田
純
「
行
旅
難
渋
者
救
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て　

法
的
整
備
を
中
心
に
し
て
」

（『
史
窓
』
第
五
八
号
）、
二
〇
〇
一
。

　

⑻　

内
藤
次
郎
『
交
通
史
を
主
と
し
た
論
集
』、
文
献
出
版
、
一
九
九
一
。

　

⑼　

み
ち
の
く
双
書
第
二
二
集
、
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
六
七
。

　

⑽　

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。

　

⑾　

注
⑵
前
掲
書
。

　

⑿　

注
⑺
前
掲
書
。

　

⒀　

注
⑵
前
掲
書
。

　

⒁　

上
白
石
実
『
幕
末
期
対
外
関
係
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
。

　

⒂　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
完
訳
日
本
奥
地
紀
行
１
』、
金
坂
清
則
訳
注
（
序
章
）、

平
凡
社
、
二
〇
一
二
。

　

⒃　

広
瀬
靖
子「
明
治
初
年
の
対
欧
関
係
と
外
国
人
内
地
旅
行
問
題（
一
）（
二
）」（『
史

学
雑
誌
』
八
三
―
一
一
・
一
二
）、
一
九
七
四
。

　
　
　

伊
藤
久
子
「
明
治
時
代
の
外
国
人
内
地
旅
行
問
題　

内
地
旅
行
違
反
を
め
ぐ
っ

て
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
第
一
九
号
』、
二
〇
〇
一
。

　

⒄　

森
田
朋
子
「
移
民
と
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」（『
近
代
化
す
る
日
本
』）、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
。




